
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
逃
げ
出
す
乾
布
摩
擦
 

!
 

心
 

「
イ
チ

・
ニ
、
イ
チ

・
ニ
」
と
元
気
な
子
ど
も
た
ち

ー
町

立
第

4
保
育
所
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イ
チ

・
ニ
、
イ
チ

・
ニ
の
大
き

な
掛
け
声
と
と
も
に
乾
い
た
タ
オ

ル
で
全
身
を
こ
す
る
乾
布
摩
擦
。
 

寒
空
の
下
、
保
育
所
の
遊
戯
室

だ
け
は
熱
気
ム
ン
ム
ン
だ
。
 

下
着
一
枚
で
の
乾
布
摩
擦
は
、
 

準
備
運
動
か
ら
摩
擦
ま
で
約
三
ト

分
、
お
か
げ
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
逃
げ
田
し
た
。
 

「病
気
を
し
な
く
な
っ
た
だ
け
で

な
く
、
着
替
え
も
早
く
一
人
で
じ

ょ
う
ず
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
」
と
は
お
母
さ
ん
の
声
。
 

季
節
が
ら
見
る
よ
り
参
加
す
る

こ
と
で
耐
寒
で
き
そ
う
だ
。
 



ご
家
族
の
 

安
心
を
ノ

・
 

呪
庄
加
人
さ
れ
て
い
る
方
は
 

3
”
辞

H
で
共
済
．
■
が
滴

鵬
に
な
り
ま
十
か
ら
早
め
に
 

“
増
町
民
犀
へ
巾
し
込
ん
で

ド
さ
い
．
●
だ
加
人
さ
れ
て

い
4
い
方
‘
ぜ
ひ
ご
ま
臓
そ

ろ
っ
て
加
人
さ
れ
る
よ
う
お
 

t
す
め
し
●

t
.
 

青森県交通災害共済組合 
”市断町2丁目4割号共●ビル内 ，伽功差ー勲 

3月1日～3月20日まで 

固定資産税台帳の縦覧 
町では、固定資産税の課税上、備付けの課税台帳と

現地の地目（宅地・畑など）が異なり．誤った賦課とな

らないために毎年切符が発行されるまえに課税台帳の

縦覧を行っています。 

固定資産税台帳が自分の資産と同じかどうかこの機

会に照合し‘固定資産税の納入告知書が配付されてか

ら問題とならないようにしてください。 

縦覧期間と場所は次のとおりです。 

期問 3月1日～3月20日までの午前 8時30分～午

後 4時まで（土曜日の午後と日曜日は除く） 

場所 役場税務課 

青
森
県
と
県
物
産
協
会
、県
観
光
連
盟
が
主
催
し
、
 

東
京
の
大
手
デ
パ
ー
ト
を
会
場
に
県
内
の
特
産
物
や
 

観
光
名
所
の
P
R
を
行
う
“
青
森
県
観
光
物
産
展
一
 

が
さ
る
一
月
ニ
十
九
日
か
ら
ニ
月
」
百
ま
で
の
六
日
 

間
、
東
京
新
宿
の
伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
本
店
で
催
さ
れ
，
 

今
回
の
メ
イ
ン
と
し
て
金
木
町
が
大
々
的
に
宣
伝
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

会
場
内
に
ミ
ニ
資
料
館
 

観
光
立
町
と
活
性
化
実
現
に
 
及
ぶ
町
の
宣
伝
は
、
こ
れ
ま
で

向
け
て
大
都
市
で
の
六
日
間
に
 
に
例
が
な
く
、
物
産
展
の
参
加
 
 に

あ
た
り
、
開
会
前
H
の
二
十

八
日
夜
に
は
、
大
僑
町
長
や
奴

踊
り
保
存
会
員
な
ど
関
係
者
三

十
九
人
が
福
祉
バ
ス
に
乗
り
込

み
山
発
し
ま
し
た
。
 

今
回
の
タ
イ
ト
ル
は
、「青
森

大
ふ
る
さ
と
祭
り
」
 
で
、八
百

二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぷ
四

階
催
物
場
の
会
場
に
は
、
県
内

の
水
産
物
や
農
畜
産
物
、
工
芸

品
な
ど
七
十
業
者
が
店
開
き
す

る
一
方
、“太
宰
の
ふ
る
さ
と
ー
 

を
目
玉
に
し
た
と
あ
っ
て
魔
史

民
俗
資
料
館
か
ら
搬
出
さ
れ
た

太
宰
の
羽
織
や
机
、
す
ず
り
な

ど
の
遺
品
を
持
ち
込
み
特
別
展

示
し
、
開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
大
橋
町
長
が
今
回
の
成
功

と
効
果
に
期
待
を
込
め
て
山
内

副
知
事
ら
と
と
も
に
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
 

客
入
り
は
都
内
に
五
十
万
部

配
本
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

効
果
も
あ
っ
て
好
調
で
期
間
巾

約
，
億
円
の
売
上
げ
と
な
り
ま

し
た
。
 

ま
た
、
目
玉
と
な
っ
た
“
太

宰
の
ふ
る
さ
と
ー
コ

ー
ナ
ー
は
、
 

町
の
名
産
の
展
示
即
売
や
奴
踊

り
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
太
宰

研
究
で
知
ら
れ
る
長
篠
康
一
郎

と
小
野
才
八
郎
の
両
氏
が
期
間

中
交
た
い
で
訪
れ
た
太
宰
フ
γ
 

	llII川― III川I 金木だより ② 

ン
に
説
明
を
加
え
る
な
ど
、
金

木
町
の
太
宰
コ
ー
ナ

ー
も
盛
況

を
極
め
ま
し
た
。
 

こ
の
物
産
展
は
今
回
で
二
回

目
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
橋

町
長
は
 
「町
の
観
光
と
活
性
化
 

の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
、
機
会
あ

る
ご
と
に
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
催
し
た
い
。」
と
観
光立
町
の

実
践
に
向
け
た
抱
負
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
 



‘

臭

さ
ん

ノ
天
ぶ
ら

ナ
べ
が
 

燃
え
て
い
ま
すよ
 

予防係からのお願い 	 昌 予防係からのお願い 

③ 金木だより 川川“II 	 

難 Z一 m 齢iII 
■  

時節がら屋外では落雪による煙突のはずれ．LPガス．雲
ホームタンクの接続部分からの漏れ．又属内ではストー 重
ブ等（特に移動式石油ストーブに給油する際には必ず消 三
火してからにして下さい）天ぶら鍋のかけ忘れ，タパコ 呈
火、子供の火遊びなどに注意してあなたの家庭から火事 昌 
を出さ参いようにしましょう。 	 昌 

ストープの近くには洗濯物を掛けないようにしましょ 昌 

お
父
さ
ん
ノ
寝
た
ば
こ
は
 

や
め
ま
し
よう
 

さ
 
ん
 
昌
 

ん
 
燃
ノ
 
昌
 

．
や
ノ
 

I
h
、
に
 

I め
寝
 
て
ぶ
 
雲
 

※消防署からのお願い 	 昌 
119番は．火災．救急専用電話です。失事等 

の問い合せは絶対やめて下さいノ 	 昌 

※消防署からのお願い 
119番は．火災．救急専用電話です。失事等 
の問い合せは絶対やめて下さいノ 

う。 

III川川川皿m川川川~棚聞m川個肌I川開I川鵬“川川川II町I皿lIIIIIII洲川川湘"'III川”川川I応 

金木消防署一般家庭査察調べ 

3,146戸数のうち在宅1 ,959件の内訳 

論～~gとで 10 20 30 40 50 60 70 80 	90 I8% 

消 火 器保 有 数 

~ 

- 48% 
1% 

19% 

942件 

10件 

366ft 
L
p
C
  

チエーン不備 

G.S警報器保有数 I 

居
問
暖
房
等
 

」
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石 炭 使 用

灯 油 使 用 
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付近の可燃物」 
~"~ 

~～ぐ讐 項II 10 20 30 40 50 60 70 80 	90 I% 

風 

呂 釜 

等 

ガ
 
ス
 
使
 
川
 

薪
 
石
 
炭
 
使
 
用
 

灯
 
油
 
便
 
用
 

メ
ガ
ネ
石
（
不
備
）
 
~
 

煙
 
突
（
不
備
）
 

付
近
の
可
燃
物
 

「・-J
:i
1 

 2  

3 

っ】っ‘

8h

J 0 

0  

%

%%
%
% 
 .4  

% % 
 

6 
3 
4 55 
4  

叫

琳研

琳

琳

8ft
2ft  

●
ー  

回
で
町
内
全
戸
を
巡
回
。
 こ
の
 
煙
突
に

起
因
す
る
も
の
が
意
外
 

う
ち
留
守
家
庭
を
除
き

】
九
五
 
に
多

く
、
こ
の
う
ち

い
つ
火
災
 

九
件
を
調
査
し
ま
し
た
。
 

が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
 

今
回
ま
と
め
ら
れ
た
表
に
よ

る
と
、
煙
突
の
老
朽
や
取
り
付

け
不
備
が
五
二
件
、
メ
ガ
ネ
石
 

一
九
五
九
件
の
う
ち
約
半
数

に
あ
た
る
九
四
二
件
は
消
火
器

を
保
有
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
 

の
火
災
発
生
危
険
個
所
は
、
煙

突
に
あ
る
こ
と
が
こ
の
ほ
ど
行

わ
れ
た
金
木
消
防
署
の
査
察
で

わ
か
り
ま
し
た
。
 

金
木
消
防
署
で
は
、
火
災
発

生
を
米
然
に
防
ぐ
月
的
で
毎
年

一
回
一
般
査
察
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
調
査
は
、
消
防
署
員

が
二
人

一
組
と
な
っ
て
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
、
居
問
暖
房
、
風
呂
釜

の
三
つ
に
大
別
し
十
八
項
目
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
っ
て
行
 
 

煙
突
と
可
燃
物
が
直
接
接
触
し

ゾ
ッ
と
す
る
個
所
も
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
家
庭
も
あ
り
、
こ
の
査
察
で

指
導
す
る
な
ど
効
果
を
土
げ
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
居
間
の
暖
房
手
段
は

互
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
灯
油
、

．、
 

十
パ

ー
セ
ン
ト
が
薪
を
使
用
し

て
お
り
、
火
災
の
発
生
原
因
は
、
 

こ
の
ス
ト
ー
ブ
の
火
の
不
始
未

が
．
．四
パ
ー
セ
ン
ト
と
多
く
、
 

原
因
の
ト

ツ
プ
を
占
め
て
い
ま

す
。
 

こ
の
火
災
原
因
に
、
今
回
の

査
察
で
指
摘
さ
れ
た
煙
突
の
不

備
に
よ
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
煙
突
が
直
接
可

燃
物
に
接
触
し
て
い
る
場
合
長
 
 

な
く
査
察
に
よ

っ
て
未
然
に
防

い
だ
と
も
甘
え

ま
す
。
 

過
去
三
年
間

の
火
災
発
生
状

況
は
、
ボ
ヤ
を

含
め
た
建
物
火

災
が
四
九
件
で

被
害
総
額
は
六
 

億
一
千
四
百
五
十
九
万
円
に
上
 

り
タ
バ
コ
火
七
件
、
ス
ト
ー
ブ
 

十
二
件
、
風
呂
釜
の
加
熱
、
ガ
 

ス
コ
ン
ロ
の
付
け
忘
れ
な
ど
毎
 

H
の
生
活
か
ら
く
る
不
始
末
が

半
数
以
L
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
今
回
の
ま
と
め
で
目
立

っ
た
メ
ガ
ネ
石
取
付
け
不
備
は
、
 

居
間
の
暖
房
、
風
呂
釜
を
合
わ

せ
て
一
一
．
．
四
件
と
多
く
、
古
い

家
屋
程
不
備
が
H
立
っ
て
い
ま

す
。
 

今
後
も
こ
の
査
察
は
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
防
火
指
導
と
点
検

調
査
に
は
皆
さ
ん
の
全
面
的
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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煙
突
に

注
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】W宴
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敏
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消
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査
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結
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金
木
町
に
お
け
る

一
般
家
庭
 
い
、
 
一
昨
年
春
と
昨
年
秋
の
二
 
の
取
付
け

不
備
が
一
三
四
件
と
 

時
闘
の
使
用
で
可
燃
物
が
除
々
 

に
炭
化
し
、
着
火
し
ゃ
す
い
状
 

態
に
な
る
こ
と
は
（n
う
ま
で
も
 

目
立
つ
メ
ガネ
石
取
付
不
備
 

S 59.1- S 61 .12 金木消防署管内

火災件数及び火災原因 



「みんなのひろば」はあなたが作るページです。 

話題などありましたら企画室へごー報ください。 

“mm川川用川 金木だより ④ 

中嘉瀬 山中久美さんからの投書です。 

「お年寄りと子ど

もの交流会をやり

ます。」と喜良市の

今トシさんからの

連絡で十三日、喜

良市生活改善セン

ターへ伺いました0 

一
平
 
六
』
、
り
 

習 
字 

川そ

小り 

年 

白
羊
谷
ェ

ま
・
名
 

泉
谷
 
圭
省
 

絵
画
「

ま
め
ま
き
」
 

第
2
保
 
な
か
が
わ

え
つ
こ
 

絵
画
「
ゆ
き
あ

そ
び
」
 

第
3
保
 
い
と
う
 
あ
い
り
 

甲
、
・あ
t
ぴ
 あ
い
り
 

絵画「ぶらんこあそび I 
金小 1 年 まえだ のぶかず 

版画 「サッ力ー」 
喜小 1 年 桑田 貴幸 

ー
 
スF
Jプ
り
上
三
J巌
良
き
方
に

つ
J
て
 

山
甲
久
工
へ

一
打
又
ドL
フ
E
k
く
と
都
産
ド
す
了
け
る

×
一
 ？
て
い
j
，
・
 

》
新に
バ
る材
1
1グ
り
7
犬
”か
子

に
》
テに
入
う
わ
ド
町
で

u
暖
‘
肩
八

功
持
ー
に
．湯
わ
か
ー
，●
島
旋
●
な
ご
・
にく
設
！
三？
て
い
る
・

一
て
ェ
ハ
や
が

ス
・
石
向
等り
人
トー

 
は
．滴
奮
ぐ

使
一
刊
でわ
ノA
'
W

．旋
託
だ

ゃ
蒸
秤
そ
「
り
を
一●
人

J
と
．号

・
ヘト

Lっ
・
方
W終
有
的
じ
と
見
う
か

特
ら
尼
人
り
い
る
黒
ふ
で
は
．折

ュ
半
角
ゃ

k●
杖
は
適

ー

k仕
多

J
 

で
．お
ク
？
防
止
し
t
な

5
.
 

・

《
背
・
く
上
一
事Iに
汰
ヤ
i
に
4
.
 

タ
ニ1・
増
簡
乞
ョ
コ
厘
り
用
‘
り
【
本住
丘
区
くブ
ー
こ
と
で

7
.
 

長
一
界
般
い
込
み
（
張く
・・
1
熊
え
j
だ
せ
フ
rく
臓
え
に
杖
【も
外
へ
 

土
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・
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コ
る
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る

K
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I尋
●
》
●
つ
パ
 
‘
か
。
』
“
《

ビ
マぱ
A．
、い
”一
●
”
（
よ
‘
？
暑
“
，

り
しk
 

下
、
は
お
りて
こ
a
い
《
ふ
ぐ
，

1ノ
に心
か、・
」引
“序
一は
て
ー
乏
●
くh．嘱
り
る
 

ー
・フ
に
了
う
・二
で

1
一
くう
1
承
い

上
も
峻

ー
る
こ
こ
《
瓜”
I
ム
z
 

・

●
勺・
h
軒
．医
フ
《》
、
 

心
か
ん●
古
い
隣
ぺ生
寸
ぐー
 
あ
かー
●
．一
 
子
●
司
”
コ
ェ
り
～に一
 
、
，
 

轟

め
ユ
了
・
、
耗ロ
り
柔
蔑
苗
上

hも
琴

・
‘
z
？
・
 

‘
・ね
ぶ
と
ん
・
・
救り
《力
，
 

中
【
かん
t
ョ
《一
八
“、
．ロ
を
よ
ル
ー
て
そ
匹
だ
い
2
k・
》
吏にI山
を
 

×
に
．フ
Aプ
・
、
“
I
て
か
・（
．ふ
し
ん
《
ニ”
，k
、
h

，
ニ
・
三‘I
J
W
ー
史

Aソ
、
‘
 

と
．
●
か
1
か
ー
て
．
‘
夫く
『K
K
l
す
‘
．
”
ノ
〕1
ト
と
し
？
L
ー
く

五
、
、
フ
7
を
て
嘱
‘
こ“
で
t
ノ
，フ
タ
1
に
J
j
・
にと
令
・
・
、
《
b
 

か
ん
”
《ノ
ーえ
I
Lー
 
！
 

・

濃
春
，
み
中
い
子
陰？
い
る
竹
〈
vは
奮
L
Iや
下
産
斉
R
金
朔
」
。
サA『
 

・

ス
トー
ド
ま
く《
る皇
・地
●！
【
い
・
宝
注
‘
．
．
佳
‘
 

ふ
誉
時
は
丈
t
渇
す
．
・K
《
ヌ
級
い‘
え
乾
“
す
・
 

喜良市子ども会、金木地区農業改良普及所、町社会福祉協議会の

合同で主催された A高齢者と子どもの集い，は、冬休み期Uり中もあ

って約50人程の老若男女が集り、男の子は、ワラジ。女の子はお手

玉作りに悪戦苦闘。縄作りや裁断などの下準備から、おじいさん、 

おばあさんはまさに手とり足とりのマンツーマン教授。左右形の違

ったゾウリや、大きさの違うお手玉が11l来上がり、爆笑の渦となっ

ていました。 

版
画
「
花
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
」
 

嘉
小
一
年
 
棟
方
 
陽
 



冬期間のイベントとして定着した 

「凧あげ大会」 がさる1 月18日、 

中央公民館前の広場で開催され、 
糸勺 120 人の町内外の津軽凧ファン 

で賑わいました。 

津軽凧の勇姿を満喫 

⑤ 金木だより 

ー
ドー
 
ら“
一
 

ら
し
‘
 
L
!
 ，
」

ー
 
，
，
、戸
 

ん
が
、
朝
は
少
し
早
目
に
起

き
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 

時
間
が
あ
っ
た
ら

一
泊
の

温
泉
旅
行
を
し
て
み
た
い
で

す
。
 

一
世
風
扉
の
フ
ァ
ン
で
、
 

先
日
コ
ン
サ
ー
ト
へ
行
き
、
 

思
わ
ず
大
声
で
叫
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
 

今
年
成
人
式
を
迎
え
る
の

で
す
が
、
夏
場
も
節
約
で
き

て
良
い
け
ど
、
冬
だ
と
和
服

が
着
れ
る
の
に
 
。
 

沢 部 

白川千加子％ 

O9才） 
AB型・双子座 

．・ー
 ノ
 ？一
．?
J・

！..
 h、
"
I・
，
 

昨
年
．二
月
高
校
を
出
、
地

元
の
歯
科
医
院
に
勤
め
て
も

う
す
ぐ

一
年
に
な
り
ま
す
。
 

憧
れ
と
、
通
勤
の
便
も
あ

り
、
こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し

た
が
職
場
の
雰
囲
気
は
最
高

で
、
先
生
、
先
輩
、
同
僚
と

気
遺
い
も
全
く
な
く
楽
し
く
 

勉
強
し
て
い
ま
す
。
 

趣
味
は
あ
り
き
た
り
で
す

け
ど
編
物
。
セ
ー
タ
ー
、
カ
 

ー
デ
ィ
ガ
ン
、
ベ
ス
ト
等
作

品
は
多
々
あ
り
ま
す
け
ど
、
 

山
来
栄
え
の
方
は
…
。
料
理

に
も
最
近
興
味
を
持
ち
、
夜

は
仕
事
の
時
間
上
出
来
ま
せ
 

金
木
町
商
工
会
青
年
部
が
主

催
す
る
“
ど
か
ま
け
の
日
一
が

さ
る
二
月
七
日

・
八
日
の
二
日

間
開
催
さ
れ
、
商
店
街
は
町
内
 

か
ま
け
列
車
」
は
会
期
の
午
前

中
が
無
料
。
車
力
、
稲
垣
、
小

泊
、
中
里
な
ど
の
隣
接
町
村
か

ら
は
 
「ど
か
ま
け
バ
ス
」
と
し
 

外
の
買
い
物
客
で
賑
い
ま
し
た
。
 て
一
日
無
料
と
な
っ
た
だ
け
で
 

大
会
は
、
“津
軽
凧
の
会
”
が

中
心
と
な
っ
て
開
か
れ
、
今
回

で
七
回
目
、
こ
の
日
は
西
高
東

低
の
気
圧
配
置
に
よ
る
烈
風
で

絶
好
の
凧
上
げ
日
和
り
と
な
り

ま
し
た
。
 

冬
の
風
物
詩
と
も
言
わ
れ
る

津
軽
凧
は
、
三
国
志
や
鬼
神
お

松
な
ど
の
昔
な
が
ら
の
絵
柄
が

特
徴
で
、
こ
の
日
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
た
畳
四
枚
に
匹

敵
す
る
六
十
枚
の
大
凧
は
、
西

風
を

一
面
に
受
け
一
気
に
上
昇
。
 

大
空
高
く
バ
リ
バ
リ
と
轟
音
を

響
か
せ
る
勇
姿
は
、
ま
さ
に
壮

快
で
、
訪
れ
た
フ
ァ
ン
か
ら
も

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

商
店
街
の
活
性
化
を
図
ろ
う
 

ー
。
と
昭
和
五
十
七
年
か
ら
始

め
ら
れ
た
年

一
回
の
催
し
は
、
 

オ
レ
ン
ジ
色
の
旗
と
花
火
を
合

図
に
今
年
で
五
年
目
。
恒
例
と

な
っ
た
津
軽
鉄
道
の
五
所
川
原
 

→
金
木
、
中
里
→
金
木
の
 
「ど
 
 な

く
、
商
品
も
普
段
よ
り
二

、
 

五
割
安
い
と
あ
っ
て
町
外
か
ら

も
客
が
殺
到
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
チ

ビ
ッ
コ
に
人
気
の
“
チ
ェ
ン
ジ

マ
ン
シ
ョ

ー
ー
も
催
さ
れ
、
会

場
は
黒
山
の
人
だ
か
り
で
、
家
 
 族

連
れ
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

「ど
か
ま
け
の
日
」
は
、冬
場
 
 と

い
う
売
上
延
び
悩
み
時
期
に

地
域
販
売
の
景
気
回
復
に
好
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
 



“す
り
身
詰
め
シ
イ
タ
ケ
）
 

神 原 

前 田 泰 子さん 

廿 52 5721 

5-8は右足で 	6．バッククロスステップ 

覧 

7，回転しながらウォーキング 8．サイドステップからツイスト 

5~8逆回転して元の位置 	 3.4 は右へ 

次ず中 
4~7 右よ
反対動作 
8で両足
そろえる 

左（後
2
らクロス）、（ろョ体垂） 4

 

~ ゾ
》
 

?
 

塩
 

  

し
ょ
う
ゆ
 

ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
 

大
さ
じ

ー
 

ご
ま
油
 

小
さ
じ

】
 
ソースとなる 

小
さ
じ
％

大
さ
じ

一
 

§風1、lI嚇熱『 

ディズ当‘！助「勿 
レクリエーションダンス 

 

し
ょ
う
が
汁

・
 

  

  

  

  

 

小
さ
じ

一
 

片
栗
粉
 

大
さ
じ
ー
ー
 

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ

・
・
・
 

大
さ
じ
三
 

砂
糖
…
…
…
大
さ
じ

一
 

"”川川II川川川 金木だより ⑥ 

健
康
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ー
 

づ
く
り
に
グ
 

「
ー
ー
。o
oオーng
ー
。

ooと
ng
‘
ー
。
o
oと
ngー
 
。
o
o工
ng

ー
 

昭
 
』J

ゆ
‘，

・
‘
』J
つJ
)
 

k
 

‘
ー
 

．
.
 
,
 ．
 
‘
ー
 ノI
 、
、
 

。
 

ー
 

k
 

地
域
の
民
謡
を
見
直
し
、
そ

れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
新
た
な
レ

ク
リ
エ

ー
・
ン
ョン
ダ
ン
ス
と
し

て
、
健
康
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

と
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
 

民
謡
デ
ィ
ス
コ
の
普
及
活
動
に

励
ん
で
い
る
団
体
は
県
内
で
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
 

金
木
町
も
例
に
漏
れ
ず
、
“嘉

瀬
の
奴
踊
り
〉
を
デ
ィ
ス
コ
に

と
太
宰
ふ
る
さ
と
会
（
福
山
初

枝
会
長
）
が
中
心
と
な
っ
て
町

内
の
音
楽
関
係
者
、
体
育
関
係
 

一
 

者
に
話
を
も
ち
か
け
こ
の
ほ
ど
 

“奴
踊
り
デ
ィ
ス
コ
《
を
創
作

し
ま
し
た
。
 

こ
の
デ
ィ
ス
コ
は
、
編
曲
担

当
が
田
中
修
さ
ん
（
金
木
I
商

店
経
営
）
、振
り
付
け
担
当
が
大
 

曲
は
“
嘉
瀬
の
奴
踊
り
”
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
そ
の
ま
ま
生
か

し
て
い
ま
す
が
、
本
格
的
な
デ

ィ
ス
コ
調
で
、
聞
い
て
い
る
う

ち
に
自
然
に
身
体
が
動
い
て
く

る
よ
う
な
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
、
 

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
を
駆
使
し
た
会
心
の

作
」
 
です
と
田
中
さ
ん
。
 

一
方
振
り
付
け
構
成
は
8
種

類
の
動
作
か
ら
成
り
立
っ
て
お
 

指
導
者
講
習
会
 

第

一
回
指
導
昔
講
習
会
は
・
・

刀
九
日
夜
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
十
二
名
の
太
宰
ふ
る
さ
 
 僑

聖
彦
さ
ん
（役
場
勤
務
）
、全

体
監
修
を
角
田
周
さ
ん
（
金
木
 

I
自
営
業
）
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

し
約
】
ケ
月
の
苦
慮
の
末
、
よ

う
や
く
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
、
 

ー
カ
月
の
う
ち
の
八
割
が
曲
と

振
り
付
け
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
。
 

作
り
直
し
ゃ
構
成
変
更
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
努
力
の
結
果
、
見
事

完
成
し
ま
し
た
。
 

り
、
デ
ィ
ス
コ
の
基
本
と
で
も

言
う
べ
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
 

歩
く
こ
と
）
と
サ
イ
ド
ス
テ
ッ

プ

（横
に
動
く
）
そ
れ
に
ポ
ィ

ン
ト

（足
を
前
又
は
横
に
畠
す

が
体
重
を
移
さ
な
い
）
と
三
つ

の
基
本
動
作
を
主
体
と
し
た
簡

単
な
ス
テ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
て

あ
り
、
だ
れ
で
も
見
た
だ
け
で

す
ぐ
踊
れ
る
よ
う
な
デ
ィ
ス
コ

ダ
ン
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

魚
の
く
さ
み
が
な
い
の
で

子
供
に
も
好
評
で
お
弁
当
の

お
か
ず
の
一
品
に
も
で
き
る
 

“す
り
身
詰
め
シ
イ
タ
ケ
ー
 

金
木
農
協
の
若
妻
会
に
所
属

し
て
い
る
前
田
さ
ん
の
ア
イ

デ
ィ
ァ
料
理
で
す
。
 

マ
材
料
 

す
り
身
 
百

五
十
グ
ラ
ム
 

（何
で
も
可
）
 

む
き
え
び

…
・
二
百
グ
ラ
ム
 

生
シ
イ
タ
ケ
…
 

・
一
八
個
 

叩
 
卵
白
 

c
 

一
 

塩
 

小
さ
じ
％
 

酒
 

小
さ
じ
一
一
 
 ，

作
り
方
 

①
え
び
は
み
じ
ん
切
り
に
し
て

す
り
鉢
で
す
り
ま
す
。
こ
れ
に

す
り
身
、
溶
き
ほ
ぐ
し
た
卵
白

塩
、
酒
、
し
ょ
う
が
汁
、
片
栗

粉
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ

ま
す
。
 

②
生
シ
イ
タ
ケ
は
軸
を
取
り
、
 

裏
側
に
片
栗
粉
を
ま
ぷ
し
て
。
 

を
詰
め
ま
す
。
 

③
鍋
に
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
 

砂
糖
、
塩
、
し
ょ
う
ゆ
、
ウ
ス

タ
ー
ソ

ー
ス
、
ご
ま
油
を
入
れ

て
、
弱
火
で
よ
く
混
ぜ
ソ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

と
会
関
係
者
の
代
表
が
集
ま
り
、
叫

約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
汗
を
流
 
イ

し
、
指
導
で
き
る
状
態
に
な
る
」

・

ま
で
、
講
習
会
が
続
け
ら
れ
ま
 
山

し
た
o
 

伽
 

本
格
的
な
デ
ィ

ス
コ
調
 

簡
単
な
ス

テ
ッ
プ
 

強
力
な
普
及
活
動
態
勢
 

一
個
分
 



貿 両手を 

べを全力で
す 

7 

手のひらを合わせ しゃがんでひぎをつかみ 
上下に押し合う 	目分の万へ引く 

& 
眼をおろし左記のよう
な姿勢で6-8秒こら
える 

、
 

刀か
ら
ぽ
ね
や
み
）
の
体
力
づ
く
り
 

一
日
五
分
問
で
効
果
 

百
パ
ー
セ
ン
ト
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

ア
イ
ソ
メ
ト
リ
ッ
ク

（
静的

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
と
い
う
運
動

の
方
法
で
、
そ
の
や
り
方
は
全

力
で
6
、
8
秒
間
そ
の
力
を
出

し
続
け
る
方
法
で
す
。
反
復
回

数
は

一
、
二
回
で
良
い
た
め
超
 

短
時
問
で
行
な
え
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。
 

最
近
、
運
動
不
足
だ
と
感
じ

て
る
人
、
運
動
し
た
い
ん
だ
け

ど
時
間
が
な
い
と
い
う
人
は
是

非
実
行
し
て
み
て
下
さ
い
。
 

4
 

つ
】
 

全力で弓は合う 

・ナ 	叱一 

胸の前で手を合わせ
全力で6~B秒押し
つづける 

一
 
ー
》プ
，4
」
‘一
「F
《
【
メ
‘
月

・
し一
 

！ー
 
ー
」
E
×
O
O
Jー
 

a
E
×
O
Oり
ー
】

E
×
。
O
り
ー
 
ー
．C
一￥
。。
。
ー
 

1．リズムポイント 	 2. ウォーキングとサイドステップ 

5~8は右足で 	 7.8は右へ 

3. 4. 5．前後のステップと左右のポイント 

。
 

振
り
付
け
担
当
の
大
橋
さ
ん

の
指
導
に
よ
る
と
、
デ
ィ
ス
コ

は
①
柔
ら
か
い
膝
の
動
き
②
特

に
腰
の
動
き
を
強
調
し
て
踊
れ

ば
良
い
。
③
リ
ズ
ム
に
乗
る
こ

と
。
が
大
事
と
し
、
繰
り
返
し

指
導
し
て
い
ま
し
た
。
 

ふ
だ
ん
あ
ま
り
、
デ
ィ
ス
コ

の
動
き
に
は
慣
れ
て
い
な
い
指

導
者
に
選
ば
れ
た
ご
婦
人
た
ち

は
、
お
ぽ
つ
か
な
い
足
ど
り
な

が
ら
も
、
見
事
な
腰
さ
ば
き
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

講
習
会
の
開
催
 

二
月
二
十
八
日
に
中
央
公
民
館

で
行
な
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
以
後
、
数
回
に
わ
た
り

順
次
開
催
さ
れ
る
見
込
み
で
、
 

「
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ

ん
に
覚
え

て
も
ら

い
た
い
。
 

現
在
の
と
こ
ろ
、“奴
踊
り
デ
ィ

ス
コ
？
の
曲
に
は
歌
詞
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
普
及
活
動
を

強
力
に
押
し
進
め
、
町
内
は
も

ち
ろ
ん
、
町
外
、
さ
ら
に
は
県

内
全
域
に
広
め
、
そ
の
反
応
次

第
で
は
レ
コ
ー
ド
を
作
っ
て
売

り
出
す
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す

ご
と
福
山
会
長
は
そ
の
意
気
込

み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 
 

唱
④
大

き
め
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
 

啄
 
油
を
入
れ
て
熱
し
●
を
す
り
 

c
 

一
 
身
の方
か
ら
焼
い
て
●
の
ソ
 

g
 
ー
ス
を
入
れ
、
焦
げ
な
い
よ

味
 
う
に
弱
火
で
ソ
ー
ス
の
味
が
 
 出

来
上
が
り
で
す
。
 

O
コ
ツ
と
応
用
 

す
り
身

（
市
販さ
れ
て
い
る
も
 

の
）
の
代
わ
り
に
ひ
き
肉
を
使
 

っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。
 

、
 

⑦ 金木だより I脚mm"I 

▲▼第 1 回指導者講習会の様子 

才鷺難う 



1 月3111現在 前年同月比

男 6.738人 -72 

女 7.269人 一69 

計 14.007人 一141 

世帯数 3.90引Iト帯 ＋ 3 

（
人
 ロ
と
世
帯
 

に
氷
水
を
人
れ
て
冷
ゃ
す
方
が

一
 

効
果
的
で
あ
る
o
の
そ
の
後
水
？
く

抱
や
傷
が
出
来
て
い
な
け
れ
ば
、
 

満
「
ぎい
喋
梁
階
暗
 
戸

籍
の
窓
 

一
月
届
出
 

文
敏
 

宏
毅
 

修
司
 

武
久
 

孝 豊 

廠
が
蔑
一謎
静
啄

お
く
や
み
 

鳴
海
 
サ
ョ

奈
良
 
孫

一

鎌
田
 
り
ま

磯
野
 
タ
ョ
 

中
村
 
俊
成
 
5
5才
 

L
岐
 
チ
ル
 
7
5才

木
村
 
誠
蔵
 
5
5才

鎌
田
 
シ
ナ
 
8
5才
 

吉
崎
三
太
郎
（
5
0才
）
大
東
ケ丘
 

73 87 68 73 
才才才才 

嘉 嘉 嘉 喜 金 嘉 喜 嘉 
良 	良 

瀬 瀬 瀬 市 木 瀬市 瀬 

	I'll"川川町 金木だより ⑧ 

一
 

寒
い
季
節
に
多
い
や
け
ど
の

予
防
と
局
所
的
処
理
に
つ
い
て

簡
単
に
述
べ
ま
す
。
我
国
で
習

慣
的
に
行
っ
て
来
た
や
け
ど
の

応
急
手
当
（
例
え
ば
食
用
油
お

よ
び
チ
ン
ク
油
を
塗
る
、
醤
油

を
つ
け
る
と
言
っ
た
方
法
）
は
、
 

現
在
で
は
誤
っ
た
も
の
と
さ
れ

る
様
に
な
り
ま
し
た
。
創
傷
の

手
当
で

一
番
大
切
な
事
は
、
細

菌
の
感
染
を
お
こ
さ
せ
な
い
事

で
、
不
潔
に
す
る
事
は
禁
物
で

す
。
 ゃ
け
ど
は
創
傷
の
一
種
で
 
 す

が
、
の
普
通
の
創
よ
り
も
痛

く
、
し
か
も
治
り
に
く
い
。
の

醜
い
創
痕
や
種
々
の
機
能
障
害

を
残
し
ゃ
す
い
。
⑩
そ
れ
ら
の

た
め
に
、
精
神
的
に
多
 

く
の
負
担
を
与
え
る
。
 

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
 

す
。
 

団
 
ゃ
け
ど
の
防
ぎ
方
 

の
火
災
を
防
ぐ
事
。
 

の
子
供
に
は
、
幼
児
の
 

頃
か
ら
、
火
を
も
て
遊
 

ば
な
い
、
台
所
に
入
ら
 

な
い
と
言
う
習
慣
を
つ
 

け
さ
せ
る
。
⑩
子
供
の
 

手
の
届
く
場
所
に
、
熱
 

物
の
入
っ
た
や
か
ん
や
ポ
ッ
ト
、
 

ア
イ
ロ
ン
そ
の
ほ
か
マ
ッ
チ
な

ど
を
置
か
な
い
。
⑩
火
気
の
残

っ
て
い
る
所
で
は
、
子
供
だ
け

を
家
に
残
し
て
不
在
に
し
な
い

事
。
⑩
ス
ト
ー
プ
に
は
金
網
な

ど
で
囲
い
を
す
る
。
⑩
湯
タ
ン

ポ
は
十
分
に
布
に
包
ん
で
、
そ

れ
に
触
れ
て
も
危
険
の
な
い
様

に
す
る
。
 

図
 
ゃ
け
ど
の
局
所
処
置
 

①
軽
い
小
さ
い
や
け
ど

（
第
 

1
度
→
紅
斑
お
よ
び
浮
腫
）
。の

す
ぐ
に
冷
や
す
事
、
水
道
水
を
 

軽
く
流
し
な
が
ら
1
0、
4
0分
問

冷
ゃ
し
て
い
る
だ
け
で
も
痛
み
 

そ
の
ま
ま
に
し
て
も
良
い
が
、
 

な
お
痛
み
が
残
っ
て
い
る
様
な

時
に
は
、
チ
ュ
ー
ブ
人
り
の
清

潔
な
ワ
ゼ
リ
ン
と
か
ゼ
リ
ー
を

塗
っ
て
お
く
と
白
然
に
治
る
。
 

②
深
い
大
き
い
や
け
ど

（
第2
 

度
→
紅
斑
、
浮
腫
お
よ
び
水
抱

形
成
。
第
3
度
→
壊
死
）
。田
そ

の
ま
ま
氷
水
で
冷
や
す
。
衣
服

が
く
っ
つ
い
て
い
る
時
に
は
決

し
て
無
理
に
剥
が
そ
う
と
し
な
 
 

い
。
の
そ
の
部
分
を
単
に
救
急

包
帯
で
覆
う
。
そ
の
部
分
に
手

を
触
れ
た
り
、
水
抱
を
つ
ぶ
し

た
り
、
あ
る
い
は
油
を
塗
布
し

な
い
。
も
し
救
急
包
帯
が
な
い

場
合
は
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
や
：

'
 

角
巾
に
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
消

毒
し
た
上
で
使
川
し
て
良
い
。
 

⑩
非
常
に
広
範
囲
に
受
傷
し
て

い
る
時
に
は
、
ホ
ー
ス
で
水
を

か
け
た
り
、
風
呂
桶
に
満
し
た

水
で
冷
や
し
た
上
、
清
潔
な
シ
 

ー
ッ
な
ど
で
包
ん
で
呼
吸
に
注

意
し
な
が
ら
病
院
に
搬
送
す
る
。
 

や
け
ど
の
応
急
措
置
は
お
ち

つ
い
て
迅
速
に
行
っ
て
く
だ
さ
 

い
。
 

   

係から 

  

     

     

  

皆さんからのご意見を広く募集し

ています。 

●役場に対すること。 

●町内に関すること。 

●身近な話題。 

●アイデア。 

その他なんでも投書してください。 

投書は、庁舎内の投書箱を利用す 

るか直接郵送してください。 

く送り先＞ 

金木町役場 

企画室広聴係あて 

※金木だよりに掲載もありますので 

町名・氏名は必ず明記し、俄名の 

場合はその旨をお書きください。 
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（
伊藤
 
千
鶴
（
三
郎
）
愛
知
県
 

竹
内
 
博
信

今
 
祐

己
 

..．潟
 
幸
弘

内
海
 
慎
也

伊
丸
岡
売
太

小
松
 
F
城
 

古
川
 
健

（
陽
一
郎
）
蒔
 

金木病院カルテ⑩ 
やけど（熱（火）傷）について 

金木病院外科 三 上 俊郎 

「
あ

い
さ
つ

運

動

」
 
廿
金木
町
教
育
委
員
会

ー
 

〇
朝
お
き
た
ら
家
族
で
 

刀お
は
よ
う

ク
 

o

道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
 
ル

お
は
よ
う
ク
 

o

学
校
で
、
職
場
で
 

クお
は
よ
う
β
 

一
，
 
じ
 

＼
男

r”
》
 

はじめまして 

博信ちゃん 

2

一
一
 

り
 
喝
 

1
2倣
 

納
〈
 

お
め
で
と
う
 

山
中
 
一
貴
（
松
実

内
海
 
修
平
（
克
文
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
験
嬬
一
唯
幡叔
 

金
 
木

嘉
 
瀬

金
 
木

嘉
 
瀬
 

＼
「
良
市
 

嘉 嘉 蒔 嘉

瀬 瀬 田 瀬 


